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第
一
回
理
事
会

日

時

三

月

七

H

午
後
一
時

場

所

中

央

区

立

銀

座

東

区

民

館

五

号

室

出
席
者
岩
品
・
石
塚
・
石
山
・
原
田
・
星
・

布
川
・
大
庭
（
代
）
•
河
合
・
梶
・
高

橋
英
・
高
柴
・
相
馬
・
辻
本
・
中
村

山
本
・
前
田
・
丸
岡
・
松
野
・
小
島

阿
部
・
佐
藤
•
清
水
・
小
川

委
任
状
大
田
・
和
田
・
梶
田
•
吉
田
・
浦
田

牛
丸
・
小
林
•
青
木
・
浅
沼
・
秋
本

宮

尾

・

篠

原

計

三

十

五

名

開
会
に
先
立
ち
年
間
理
事
会
の
議
長
を
設
け

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
討
議
の
結
果
•
本
日
の

理
事
会
議
長
を
丈
け
決
め
て
、
進
行
し
、
年
間

議
長
は
次
同
理
事
会
に
計
る
こ
と
に
な
り
、
全

員
に
て
山
本
順
三
氏
を
議
長
に
推
薦
し
て
会
議

に
入
る
。
開
会
一
時
三
十
分
。

役
員
選
出
の
件

出
席
者
二
十
二
名
と
委
任
状
十
二
名
に
よ
り

選
挙
し
、
こ
れ
を
推
薦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ

の

結

果

会

長

小

川

昇

。

理

事

長

高

橋

英
吉
（
日
本
教
育
テ
レ
ビ
）
。
事
務
局
長
阿

部
吉
之
助
。
監
事
大
庭
―
―
一
郎
・
和
田
光
弘
・

松
崎
国
雄
。
常
任
理
事
岩
崎
令
児
・
石
塚
哲

郎
・
布
川
重
夫
・
梶
孝
三
・
梶
田
義
昌
・
立
木

定
彦
・
高
柴
正
夫
・
土
村
晶
・
塚
原
清
・
山
本

順
三
•
前
田
二
郎
・
青
木
久
一
・
浅
沼
貢
・
秋

新
年
度

第
一
回
理
事
会
開
か
れ
る

へ、

高高立吉梶梶河和大大大布星原石石稲岩岩飯

合田杉田庭川 田山塚垣崎品塚

金
光茂弘三重 新和哲 令健勝
次 理

吉稔彦豊昌三浩弘幸道郎夫郎平夫郎学児介美

橋岩木田田

英 定 義孝

オ
ガ
タ
ス
テ
ー
ジ

共

立

日
本
テ
レ
ピ

フ
リ
ー
プ
ロ
ッ
ク

共

立

東
京
舞
台
照
明

国
立
劇
場

N
H
K
.
T
V
 

教
育
テ
レ
ピ

明

治

座

大
庭
照
研

小
川
照
研
プ
ロ
ッ
ク

東
宝
プ
ロ
ッ
ク

太
字
常
任
理
事 義 益祐元道

（
順
不
同
） 日

生
劇
場

東
京
舞
台
照
明

共

立

統
一
劇
場

日
本
テ
レ
ビ

グ
ル
ー
プ

S
L
S

東
京
舞
台
照
明

フ
リ
ー
プ
ロ
ッ
ク

S

L

S

 

松
崎
照
研

日
本
教
育
テ
レ
ピ

c

k

k

 

明

治

座

産
経
ホ
ー
ル

フ
リ
ー
プ
ロ
ッ
グ

会

長

理

事

長

事
務
局
長

監

事

松和大阿高小
事
崎田庭部橋川

士

国光三口英
之

雄弘郎助吉昇

昭
和
四
十
三
年
度
役
員

東
京
舞
台
照
明

国
際
浅
草
地
区

東
京
舞
台
照
明

共

立

共
立
講
堂

松
崎
照
明

厚
生
年
金
会
館

9-

清篠宮澤佐秋浅青阿小小古松松丸前山牛浦中辻塚土相高

水原尾田藤本沼木部島林谷崎野岡田本丸田村本原村馬柴

吉
久 成幹誠康 寿二順

謙

之
ー哲晴

方久美頭彦男貢一助夫直一道武昭郎三茂郎也彦清晶恒夫

清正

A

s

G

 

演
芸
場
浅
草
地
区

フ
リ
ー
プ
ロ
ッ
ク

教
育
テ
レ
ピ

静
岡
地
区

新
橋
演
舞
場

フ
リ
ー
プ
ロ
ッ
ク

歌
舞
伎
座

N
H
K
・
テ
レ
ピ

東
取
12
チ
ャ
ン
ネ

．，
 



し

3
本
道
男
・
沢
田
裕
璽
（
順
不
同
）

（
な
ほ
相
馬
清
恒
氏
は
種
々
の
理
由
に
よ
り
辞
退

常
任
理
事
選
出
者
の
内
、
出
席
者
に
意
示
確

認
を
お
こ
な
い
、
出
席
者
は
こ
れ
を
承
諾
、
欠

席
者
岩
崎
令
児
氏
に
つ
い
て
は
梶
孝
三
氏
、
立

木
定
彦
氏
・
沢
田
祐
爾
氏
は
事
務
局
、
土
村
晶

氏
は
翡
柴
正
夫
氏
、
梶
田
義
昌
氏
は
丸
岡
寿
昭

氏
、
塚
原
清
氏
は
相
馬
清
恒
氏
、
青
木
久
一
氏

は
河
合
浩
氏
、
浅
沼
貢
氏
は
原
田
新
平
氏
、
秋
本

道
男
氏
は
前
田
二
郎
氏
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
よ

り
意
示
確
認
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
請
し

若
し
辞
退
の
場
合
は
定
員
数
十
五
名
を
守
り
、

次
点
者
を
繰
上
げ
る
こ
と
に
決
議
し
、
こ
れ
を

事
務
局
に
委
任
。

三
月
十
日
現
在
で
欠
席
者
全
員
の
常
任
理
事

受
諾
の
確
認
が
と
れ
、
選
出
者
全
員
常
任
理
事

に
決
定
し
た
。

又
協
会
事
務
所
が
東
京
舞
台
照
明
に
あ
る
の

で
前
田
一
一
郎
氏
に
事
務
補
佐
を
全
員
に
て
要
請

し
た
結
果
、
こ
れ
を
承
諾
し
て
い
だ
い
た
。

監
事
三
名
中
の
一
名
が
常
任
監
事
の
規
定
が
あ

ス
り
こ
れ
を
を
監
事
三
名
で
決
め
る
こ
と
に
了
承

ー
運
営
方
針
の
件

ュニ議
長
よ
り
出
席
者
よ
り
本
年
度
運
営
に
関
す
る

会
意
見
を
求
め
、
こ
れ
を
常
任
理
事
会
の
議
題
と

す
る
旨
の
発
言
が
あ
り
種
々
の
意
見
が
活
発
に

協家明
討
議
さ
れ
こ
れ
を
整
理
す
る
と
左
の
の
通
り
。

照ピレテ台舞

一
、
従
来
の
懸
案
事
項
の
完
成
促
進

会
報
出
版
の
件

ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
作
成
の
件

口 イ

な
ほ
こ
の
う
ち
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
作
成
を
最

優
先
に
せ
よ
と
の
意
見
が
出
た
°

二
、
協
会
員
の
交
流
（
他
の
職
場
）
の
活
発
化

イ
各
職
場
の
見
学

従
来
の
見
学
会
で
日
付
限
定
は
仕
事

の
関
係
上
、
参
加
で
ぎ
な
い
者
が
多

い
の
で
、
協
会
の
手
で
随
時
、
見
学

の
方
法
が
と
れ
な
い
か
、
又
公
演
の

見
学
を
会
員
証
で
出
来
る
よ
う
協
会

で
働
き
か
け
な
い
か

ロ
展
覧
会
等
を
開
催
し
て
、
協
会
員
の

住
所
表
示
変
更
（
順
不
同
）

交
流
の
場
に
出
来
な
い
か

い
大
田
弘
道
中
野
区
中
央
四
丁
目
ニ
一
番
五
号

二
多
く
の
協
会
員
が
参
加
出
来
る
ス
ポ

一
予
八
一
ー
八
六
四
一

ー
ツ
の
開
催
、
懇
親
会
の
開
催

＞
 
斉
籐
決
（
都
内
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
）
世
田
谷

三
、
祁
会
活
動
の
活
発
化

部

会

の

編

成

機

構

を

規

約

に

成

文

化

し

部

区

世

田

谷

代

田

二

丁

H
三
＝
一
番
八
号

会

に

対

し

協

会

と

し

て

予

算

編

成

し

部

会

柴

崎

荘

活
動
を
助
成
す
れ
ば
、
未
端
の
意
見
も
協

J

河
西
祐
浩
（
松
竹
演
芸
場
）
練
馬
区
下
石
神
井

会

に

反

映

す

る

と

の

意

見

が

多

く

出

た

。

二

丁

目

―

二

七

0
番

地

白

嘩

荘

四
協
会
財
源
に
関
す
る
件

✓

藤
本
晴
美

(
c
k
k
)
港
区
六
本
木
六
丁
H

四

賛

助

会

員

の

未

収

会

費

の

取

扱

方

法

、

賛

番

十

一

号

谷

沢

ビ

ル

内

助
会
員
の
集
金
方
法
、
賛
助
会
員
の
加
入
、
秋
山
易
三
西
多
摩
郡
秋
多
町
雨
間
五
九

i
六

促
進
、

N
H
K
の

助

成

金

に

関

す

る

こ

と

号

に

就

い

て

再

調

査

坂

下

幸

男

(
c
k
k
)
杉
並
区
阿
佐
谷
北
四
丁

五

、

協

会

の

事

業

に

関

す

る

件

目

六

番

二

十

七

号

み

す

ず

荘

へホ 二 ノ‘

／ 
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ク
ー
色
彩
基
準
に
関

す
る
件

設
備
基
準
に
関
す
る
件

協
会
の
一
本
化
に
関
す
る
件

ラ
ン
ク
、
ラ
イ
セ
ン
ス
門
題
に
関
す

る
件

＾ 

今
年
度
は
是
非
、
協
会
の

P
R
と
事
績
を

つ
く
り
あ
げ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

会
員
の
犠
牲
の
上
に
こ
と
を
つ
く
り
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
こ
の
気
運
を
盛

り
上
げ
る
努
力
を
各
自
が
持
つ
よ
う
に
働

り
か
け
る
。

新
入
会
員
審
査

飯
島
万
成
（
東
証
ホ
ー
ル
所
属
）
粍
験
四
年
紹

介
者
滝
博
夫
正
会
員

審
査
の
結
果
こ
れ
を
承
認
、
一
二
月
よ

り
人
会

長
期
会
費
未
納
者
に
関
す
る
報
告

未
納
者
に
対
し
最
後
の
通
知
を
し
て
処
刑
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
を
了
承

十
七
時
閉
会

9
9
9
9
9
9
9
9
9
●
●
9
9
9
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所
属
変
更
（
順
不
同
）

＞
塚
崎
嘉
治
フ
リ
ー
よ
り
松
崎
照
研
ヘ

り
橋
本
英
一
十
ニ
チ
ャ
ン
よ
り
T
B
S
へ

・
、
松
川
直
弘
共
立
よ
り
フ
リ
ー
へ

電
話
開
通

ヽ
小
島
成
夫
（
松
竹
演
芸
場
）
八
八
七
ヽ
七

0
二
四

氏
名
変
更

v

加
藤
一
夫
（
共
立
）
結
婚
の
た
め
内
藤
一
夫
に

変
更
退

会

者

'
後
藤
秀
吉
（
共
立
）
、
樋
口
昌
弘
、
対
島
勝
術

(
S
L
S
)
-
―
一
名
転
職
の
た
め

レ
別
府
正
雄
（
厚
生
年
金
ホ
ー
ル
）
大
坂
転
勤

＞
神
田
沓
男
（
浅
草
屯
気
館
）
職
制
変
更

▽
塩
見
伯
方
移
転
の
た
め
（
豊
橋
市
老
松
＿
二

一
番
地
）

新
入
会
員
紹
介
（
共
の
一
）

ヽ
会
田
昌
昭
八
あ
い
だ
ま
さ
あ
き
＞

川
崎
ilj
木
月
一
ー
一
の
一

0
四
三

静
和
荘
内

昭
和
一
二
十
六
年
七
月
東
洋
興
行

k
k
に
入
社
、
照
明
に
従
事
、

現
在
フ
リ
ー
に
て
照
明
に
従
事

-

|

，

9
9

ー

一
丸
茂
舞
台
、

一
テ
レ
ピ
照
明
用
機
器
展
示
会

期
日
昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
八
日
ー
三

十
日
午
後
一
時
ー
五
時

会
場
丸
茂
電
機
株
式
会
社

千
代
田
区
神
田
須
田
町
一
ー
ニ
四

電
話
（
二
五
二
）
〇
―
-
三
一
番
（
代
）

国
電
神
田
駅
下
車
徒
歩
三
分

地
下
鉄
銀
座
線
神
田
駅
須
田
町
口
下
車



(3) ス
第
三
回
総
会
議
事

二
月
二
十
二

H
歌
舞
伎
座
特
別
食
堂
に
於
て

一ュ
ー
ー
開
会
八
時
三
十
分
（
記
録
、
河
合
、
辻
本
）

司

会

青

木

久

一

ピレテ
議
長
団
司
会
者
一
任
で
布
川
重
夫
、
原
英
一

会

両

氏

を

指

名

。

協家
資
格
審
査
（
議
長
団
よ
り
午
後
八
時
一
＿
一
十
分
現

明

在

で

出

席

者

四

十

二

名

、

委

任

百

九

十
五
名
、
計
二
百
三
十
七
名
、
（
一

照台舞
月

末

三

百

九

十

九

名

）

過

半

数

以

上

で
総
会
成
立
の
宜
言
が
あ
り
開
会

す。

会
長
挨
拶

昨
年
度
の
活
動
不
調
を
反
省
し
て
本
年
度
は

新
理
事
選
出
に
は
重
々
と
お
願
し
ま
し
た
の

で
、
役
員
選
出
の
際
は
充
分
に
協
会
員
の
意

志
を
反
映
で
き
、
流
会
の
な
い
執
行
部
を
構

成
さ
れ
協
会
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
希

望
す
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
く
懇
親
会
で
、
日
頃
顔
の
合
せ
な
い
仲
間

が
大
い
に
話
し
合
っ
て
慾
し
い
と
の
希
望
が

述
べ
ら
れ
た
。

一

般

報

告

理

事

長

臨
時
人
件
費
値
上
げ
問
題
こ
れ
に
関
連
し
て

事
業
者
連
盟
設
立
問
題
が
起
き
種
々
な
論
争

が
お
き
た
。
東
芝
で
の

S
C
R
製
品
の
見
学

東
芝
研
究
陣
の
努
力
で
我
々
が
望
ん
で
居
っ

た
カ
ー
プ
に
近
く
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
す
る

会
員
名
簿
の
製
作
、
器
具
記
号
ゴ
ム
印
の
発

行
等
が
あ
り
。

昨
年
度
を
回
顧
し
て
、

： 

一
般
に
不
調
で
あ
っ

た
こ
と
を
反
省
し
、

東
京
担
当
の
協
議
会
会
報
も
現
在
、
今
だ
に

発
行
さ
れ
ず
速
急
に
対
策
を
た
て
た
い
。

来
期
は
協
議
会
に
持
ち
出
さ
れ
て
統
一
問
題

ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
の
発
行
、
技
術
向
上
の
問
題

と
重
要
問
題
山
積
の
現
在
、

協
会
員
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
、
報
告
さ

れ
た
。

四
十
二
年
度
決
算
報
告
別
表
参
照

理
事
長
よ
り
説
明
、
質
疑
な
く
こ
れ
を
承
認

四
士
＿
＿
年
度
予
算
報
告
別
表
参
照

理
事
長
よ
り
説
明
、
質
疑
な
く
こ
れ
承
認

会
則
変
更
に
関
す
る
件

会
長
よ
り
、
役
員
に
事
務
局
長
を
入
れ
る
提

定
理
由
が
説
明
さ
れ
こ
れ
を
全
員
に
て
承
認

可
決
す
、
関
連
改
訂
文

第

四

章

役

員

第
十
一
条
こ
の
協
会
に
次
の
役
員
を
置
く

会
長
一
名
、
理
事
長
一
名
、
事
務
局
長
一

名
、
常
任
理
々
十
五
名
以
内
、
理
事
正
会

員
の
五
分
の
一
以
内
、
監
事
三
名
以
内

組
合
長
、
理
事
長
、
事
務
局
長
、
常
任
理

事
は
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
理
事
と

す
る
。

第
十
二
条
会
長
・
理
事
長
、
事
務
局
長
、

常
任
理
事
は
理
事
会
に
於
て
正
会
員
中
よ

り
推
薦
決
定
し
、
任
期
は
一
年
と
す
る
。

但
し
再
任
は
妨
げ
な
い
。

第
十
六
条
役
員
の
任
務
は
次
の
通
り
と
す

る。一
、
会
長
は
こ
の
協
会
を
代
表
し
、
会
務

ヘ

を
総
理
す
る
。

二
、
理
事
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
常
務
を

処
理
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
そ

の
職
務
を
代
理
を
す
る
。

三
、
事
務
局
長
は
協
会
の
事
務
を
処
理
す

る。

四
、
常
任
理
事
は
会
長
、
理
事
長
、
事
努

局
長
を
補
佐
し
こ
の
協
会
の
会
務
を

分
掌
す
る
。

五
、
六
、
省
略

第

五

章

会

議

第
二
十
一
条
会
長
、
理
事
長
、
事
務
局
長

常
任
理
事
は
常
任
理
事
会
を
構
成
し
会
務

を
審
議
執
行
す
る
。

第
二
十
二
条
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
総

会
に
々
っ
て
次
の
事
項
を
議
決
す
る
。

一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
八
、
九
、

省
略
七
、
会
長
、
理
事
長
、
事
務
局
長
、
常
任

理

事

、

監

事

の

選

出

、

以

上

四
＋
＝
一
度
事
業
計
画
審
議

会
長
よ
り
会
員
諸
君
よ
り
い
ろ
い
ろ
提
案
し

て
欲
し
い
と
の
発
言
が
あ
り
。

大
野
洋
会
員
よ
り
発
言

一
昨
年
か
ら
の
計
画
に
上
っ
て
い
る
「
ハ
ン

ド
プ
ッ
ク
の
発
行
」
「
設
備
基
準
委
員
会
」

に
つ
い
て
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
質
問

会
長
答
弁

ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
に
就
い
て
は
資
料
は
大
分
集

っ
て
い
る
か
編
集
等
に
問
題
が
あ
り
、
記
事

は
遂
次
、
ニ
ュ
ー
ス
、
会
報
等
に
の
せ
て
き

ク、‘̀

て
す
で
に
二
、
三
は
ニ
ュ
ー
ス
に
の
せ
た
。

今
年
度
に
は
是
非
発
行
を
実
現
し
た
い
。

設
備
基
準
委
員
会
は
、
協
会
の
現
状
で
は
荷

が
重
い
の
で
、
四
十
年
度
の
理
事
会
で
、
記

号
統
一
問
題
、
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
製
作
を
先
行

さ
せ
る
こ
と
が
決
定
し
て
居
る
現
状
で
あ
る

（
四
十
一
年
一
月
発
行
ニ
ュ
ー
ス
三
十
五
号

参
照
）
、
近
い
将
来
、
ホ
ー
ル
協
会
と
の
話

し
合
い
の
機
会
が
あ
っ
た
ら
提
携
し
て
い
き

た
い
と
の
趣
旨
を
説
明
、

大
野
洋
会
員
よ
り
続
い
て
発
言

今
年
度
の
会
運
営
に
怠
慣
が
感
じ
ら
れ
る
が

執
行
部
、
理
事
の
責
任
追
究
が
あ
り
。

会
長
答
弁

指
的
さ
れ
た
通
り
、
今
年
度
は
執
行
部
の
不

調
が
目
立
ち
、
書
面
理
事
会
等
を
開
い
て
、

執
行
部
の
不
信
を
問
い
、
回
答
を
求
め
た
り

し
た
。
来
期
は
執
行
部
の
選
出
に
は
充
分
に

注
意
し
て
、
本
人
の
確
認
を
と
り
、
流
会
の

な
い
執
行
部
と
し
、
理
事
会
も
活
発
に
開
く

よ
う
、
次
期
の
方
に
お
願
い
し
た
い
が
、
同

時
に
、
協
会
員
自
身
も
、
も
っ
と
協
会
の
こ

と
に
つ
い
て
考
へ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の

協
会
は
何
時
も
述
ぺ
て
い
る
通
り
、
専
従
者

が
居
ら
ず
、
皆
様
の
仲
間
が
盛
り
上
げ
て
居

る
の
で
す
か
ら
、
役
員
以
外
の
方
も
平
常
、

建
設
的
な
意
見
を
理
事
通
じ
て
協
会
に
反
映

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
あ
っ
て
協
会
が

発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
発
許
が
あ
っ

た。

... 



〇

来

賓

挨

拶

（

関

西

照

明

家

協

会

々

長

岡

田

猪

之

介

氏

第
十
三
回
総
会
を
迎
へ
ら
れ
た
と
は
大
変
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
、
関
西
も
十
一
年
、
中
部
は

十
年
と
そ
れ
ぞ
れ
の
協
会
が
満
十
年
以
上
の
歴

史
を
積
み
重
ね
て
ぎ
た
が
、
誕
生
時
は
親
睦
団

体
と
し
て
ス
ク
ー
ト
し
た
が
、
社
会
状
勢
の
変

化
で
、
協
会
の
歩
み
方
も
全
国
が
一
本
に
な
っ

て
ゆ
く
時
点
で
は
な
い
か
と
痛
感
さ
れ
る
昨
今

で
あ
り
、
又
照
明
と
い
う
仕
事
を
も
っ
て
社
会

的
に
認
識
さ
せ
る
必
要
性
が
多
々
あ
る
の
で
、

是
非
、
東
京
で
を
の
活
動
の
口
火
を
き
っ
て
欲

し
い
の
で
あ
る
の
と
旨
、
挨
拶
が
あ
っ
た
。

新

し

い

照

明

の

世

界

状

勢

大

庭

三

郎

氏

C
I
E
の
会
議
に
出
た
。
光
源
と
し
て
は
何

が
一
番
良
い
か
の
テ
ー
マ
で
、
効
率
、
寿
命
、

演
色
性
等
よ
り
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ

ン
プ
の
実
用
化
に
関
す
る
意
見
が
発
表
さ
れ
、

又
調
光
装
置
に

S
C
R
が
世
界
的
に
採
り
上
げ

ら
れ
て
居
る
現
状
で
あ
る
、
と
の
報
告
が
あ
り

続
い
て
ス
ラ
イ
ド
の
映
写
が
あ
り
、
さ
ぎ
の
タ

ス
ン
グ
ス
テ
ン
・
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
の
ス
ポ
ッ
ト

l

ク
セ
ノ
ン
ラ
ン
プ
使
用
ス
ポ
ッ
ト
、
バ
イ
フ
ォ

ュニー
カ
ル
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
（
リ
モ
コ
ン
に
よ
り

会
エ
ッ
ジ
を
シ
ャ
ー
プ
に
し
た
り
、
ソ
フ
ト
に
出

来
る
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
）
、
等
を
紹
介
し
、
会
議

協家明
で
は
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
が
出
席
し
た
の
で
、

使
用
者
側
と
の
意
見
が
直
接
と
り
か
わ
さ
れ
て

照ピレ
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
結
ん
だ
。

閉
会
の
辞
司
会
者
九
時
二
十
分

テ台舞
続
い
て
懇
親
会
に
移
っ
た
。
出
席
者
六
十
四
名

-^ ¥-
東
芝
・
光
研
•
森
中
・
丸
茂
の
賛
助
会
員
が

出
席
さ
れ
、
各
会
員
よ
り
多
額
の
寄
附
を
受
け

た
こ
と
が
司
会
者
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

午
後
十
一
時
会
散
。

第
七
回
常
任
理
事
会

日
時
二
月
十
三
日
午
後
二
時

場
所
中
央
区
立
銀
座
東
区
民
館

出
席
者
小
川
・
前
田
・
斉
藤
・
大
庭
・
麻
柴

肖
木
・
立
木
・
布
川
・
梶
田
•
田
中

連
欠
ぶ
八
沢
・
和
田
・
阿
部

議

題
一
、
総
会
提
案
滋
閾

〈
会
則
変
更
に
関
す
る
件

事
務
局
長
を
役
員
と
す
る
改
訂
案
等

二
、
総
会
出
席
者
促
及
総
会
成
立
時
の
確
保

開
会
時
が
八
時
な
の
で
作
業
時
間
の
関
係

正
、
遅
れ
る
方
は
出
席
表
を
提
出
し
て
も

ら
い
開
会
時
に
成
立
さ
す
よ
う
努
力
す
る

こ
と
が
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
こ
れ
を
了

承，

N
-
、
協
会
全
国
統
一
に
関
す
る
件

尚
早
論
、
慎
軍
論
、
賛
成
論
等
論
議
多
出

さ
れ
、
次
期
に
継
続
審
議
と
な
る
。

四
、
会
費
長
期
末
納
者
に
対
す
る
督
促
状
発
送

報
告
四
十
年
度
末
迄
の
未
納
者
九
名
に
対
し
て

今
月
二
十
日
迄
の
期
限
で
会
員
継
続
の
意

示
確
認
と
納
付
計
画
を
求
め
た
こ
と
が
事

務
局
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

橋

川

功

大
橋
宏
康

郡
司
秋
夫

つへ

五
、
新
入
会
員
審
脊

志
水
康
、
森
脇
清
治
、
土
反
賢
二
郎
、
熊
田

則
文
、
別
所
清
、
安
田
文
雄
、
所
属
東
京

舞
台
照
明
以
上
紹
介
者
牛
丸
茂
正
会
員
、

佐
々
木
広
吉
、
郡
司
秋
夫
、
所
属
郡
山
市
民

会
館
紹
介
者
竹
下
義
昭
正
会
員
、
高
木
道
明

楢
川
功
、
大
橋
宏
康
、
所
属
国
立
劇
場

紹
介
者
立
木
定
彦
正
会
員

以
上
審
査
の
結
果
、
こ
れ
を
承
認
。

新
人
紹
介
順
不
同

佐
々
木
広
吉
（
さ
さ
ぎ
ひ
ろ
き
ち
）
郡
山
市

麓

1
-
T
H
一
番
十
五
号

郡
山
市
民
会
館
技
術
係
照
明
主

任
、
昭
和
三
十
六
年
七
月
よ
り

勤
務（
ぐ
ん
じ
あ
き
を
）
郡
山
市
希

咀
ケ
丘
一
番
十
四
号
郡
山
市
民

会
館
技
術
係
主
任
補
佐
、
昭
和

三
十
六
年
十
一
月
よ
り
勤
務

（
お
お
は
し
ひ
ろ
や
す
）
豊
島

区
雑
司
ケ
谷
一
丁
目
二
九
番
七

号
太
田
方
、
国
立
劇
場
舞
台
課

照
明
係
、
昭
和
三
十
九
年
四
月

遠
山
照
研
に
入
所
、
現
在
に
至

（
は
し
か
わ
い
さ
お
）
八
王
子

市
安
町
i

＿
一
丁
目
＋
香
三
号
、
国

立
劇
場
舞
台
課
照
明
係
、
昭
和

三
十
九
年
三
月
歌
舞
伎
座
照
明

部
に
入
社
、
四
十
一
年
十
月
国

立
劇
場
就
職
、
現
在
に
至
る
。

（
た
か
ぎ
み
ち
あ
き
）
世
田
谷

区
新
町
一
丁
目
八
番
卜
号
国

立
劇
場
舞
台
課
照
明
係
、
昭
和

三
十
七
年
四
月
柳
瀬
照
研
入
所

四
十
一
年
十
月
国
立
劇
場
に
就

職
現
在
に
至
る
。

（
や
す
だ
ふ
み
お
）
埼
玉
県
埼

玉
郡
蓮
田
町
二
丁
目
一
番
二
号

東
京
舞
台
照
明
勤
務
、
昭
和
四

十
一
年
一
月
入
社
現
在
に
至
る

（
べ
っ
し
ょ
ぎ
よ
し
）
新
宿
区
戸

塚
三
丁

H
一
二
四
一
番
井
坂
方
東

京
舞
台
照
明
勤
務
、
昭
和
四
十

一
年
一
月
人
社
、
現
在
に
至
る

（
く
ま
だ
の
り
ぶ
み
）
千
代
田

区
神
田
小
川
町
三
丁

H
九
番
地

東
京
舞
台
照
明
勤
務
、
昭
和
四

十
年
ト
一
月
人
社
現
在
に
至
る

土
反
賢
二
郎
（
し
た
ん
け
ん
じ
ろ
う
）
荒
川
区

東
尾
久
四
丁
目
三
十
九
番
一
一
号

東
京
舞
台
照
明
勤
務
、
昭
和
四

十
年
十
一
月
入
社
現
在
に
至
る

（
も
り
わ
き
せ
い
じ
）
渋
谷
区

北
谷
町
―
―
一
番
清
水
方
、
東
京
舞

台
照
明
勤
務
、
昭
和
四
十
年
ト

一
月
入
社
現
在
に
至
る
。

（
し
み
ず
や
す
し
）
中
野
区
江

古
田
四
丁
目
一
二
十
四
番
二
号
福

神
方
、
東
京
舞
台
照
明
勤
務
、

昭
和
四
十
年
十
月
入
社
現
在
に

至
る
。

志
水

康

森
脇
清
治

熊
田
則
文

別
所

清

安
田
文
雄

高
木
道
明



八
東
芝
電
設
＞
『
月
号
よ
り

ス一ユ
二会協家明照ピレテ

私
は
昨
夏
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

メ
キ
シ
コ
の
劇
場
を
視
察
し
て
き
た
。
視
察
と

い
っ
て
も
、
実
は
舞
台
照
明
の
仕
事
を
実
施
し

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
つ
ぶ
さ
に
ア
メ
リ
カ
の

舞
台
照
明
事
情
を
見
、
か
つ
、
体
験
し
て
き
た

の
で
あ
る
。
戦
争
直
前
に
も
同
じ
よ
う
な
仕
事

で
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
予
想
し
た
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
予
想
以
外
の
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
一
端
を
報
告
し
な
が
ら
、
日
本
の
現
状
と
比

較
し
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
近
代
劇
場
に
つ
い
て
語

ろ
う
。ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
で
私
は
ラ
ジ
オ
の
対
談
放

）
送
を
行
な
っ
た
。
そ
の
際
放
送
局
の
司
会
者
の

言
葉
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
近
代
的
な
新
し

5
 
（
 

色
の
周
辺

遠

山

静

雄

調

光

装

置

と

ア
メ
リ
カ
の
劇
場

い
劇
場
が
建
ち
は
じ
め
た
の
は
こ
こ
五
年
以
内

だ
と
い
う
。
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
セ
ン
ク
ー
と
い
う
の
が
あ
る
。
市
庁
舎
近

く
の
丘
の
上
に
大
中
小
三
つ
の
劇
場
が
建
ち
並

ん
で
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
威
容
を
誇
っ
て
い
る

大
は
ド
ロ
ー
シ
ー
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
・
。
ハ
ピ
リ

オ
ン
と
い
っ
て
座
席
三
二

0
0、
一
九
六
四
年

開
場
、
中
は
ア
ー
マ
ン
ソ
ン
劇
場
、
座
席
ニ
―

0
0、
小
は
マ
ー
ク
・
テ
ー
。
ハ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
座
席
八

0
0
で
中
小
と
も
昨
年
四
月
完
成

し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

い
づ
れ
も
様
式
、
設
備
、
機
能
等
近
代
的
な

立
派
な
劇
場
で
あ
る

一
体
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
う
し
た
劇
場
群
を

つ
く
っ
て
文
化
セ
ン
タ
ー
と
す
る
こ
と
が
、
最

近
の
傾
向
の
よ
う
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
リ
ン

カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
例
で
あ
る
。
リ
ン
カ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
も
そ
の
規
模
、
設
備
等
で
ア
メ

リ
カ
が
世
界
に
誇
る
劇
場
で
あ
る
。

舞
台
照
明
の
近
代
的
設
備
の
焦
点
は
、
調
光

器
と
そ
れ
を
使
う
照
明
方
式
と
に
絞
っ
て
考
え

て
も
、
た
い
し
た
あ
や
ま
ち
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
調
光
装
置
の
花
形
は
何
と
い
っ
て
も
半
導

体
方
式
で
あ
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は

す
べ
て
ク
リ
ー
グ
ル
社
が
納
入
し
た
そ
の
方
式

を
と
っ
て
い
る
。

パ
ビ
リ
オ
ン
に
は

S
C
R
1
0
0
ュ
ニ
ッ
ト

三
プ
リ
セ
ッ
ト
、
五
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
ソ
ー
ル

（
操
作
卓
）
が
、
客
席
下
手
の
舞
台
寄
り
の
調

光
室
に
置
い
て
あ
っ
た
。
゜
ハ
ッ
チ
ボ
ー
ド
や
ユ

ニ
ッ
ト
・

(
S
C
R
本
体
）
は
そ
の
二
階
に
設
置

へ、

さ
れ
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
円
形
劇
場
で
あ
る
が
、

S
c

R
―
二
〇
ユ
ニ
ッ
ト

‘
-
0プ
リ
セ
ッ
ト
、
五

グ
ル
ー
プ
で
、
そ
の
コ
ン
ソ
ー
ル
は
客
席
後
方

の
調
光
室
で
舞
台
全
体
を
見
な
が
ら
操
作
し
う

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ァ
ー
マ
ン
ソ
ン
劇
場
は
、

S
C
R
方
式
に
変

わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
設
備
の
仕
方

が
基
本
的
に
逃
っ
て
い
る
。

S
C
R
ュ
ニ
ッ
ト
は
、
外
観
が
東
芝
製
の
よ

う
に
細
長
く
な
く
、
ず
ん
ぐ
り
し
た
形
で
、
一

個
七

k
W
用
。
こ
れ
を
―
二
個
ま
と
め
て
一
っ

の
ユ
ニ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ラ
ッ
ク
は
負
荷
ヘ
プ
ラ
ッ
グ
で
接
績
す
る

受
ロ
―
二
列
四
段
、
受
電
側
の
太
い
ケ
ー
プ
ル

四
本
が
接
績
さ
れ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
三
本
の
六

0

〇
ア
ン
ペ
ア
エ
ン
ク
ロ
ー
ズ
ド
フ
ュ
ー
ズ
、
サ

ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
、
各
負
荷
回
路
の
ス
イ

ッ
チ
を
も
っ
た
、
竪
形
ピ
ア
ノ
の
形
を
し
た
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
が
常
識
的
に
設
備
す
る
と

こ
ろ
の
主
幹
盤
、
分
電
盤
、
バ
ッ
チ
ポ
ー
ド
、

ユ
ニ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
も
の

で
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
底
に
は
自
在
車
が
つ
い
て

い
て
ど
こ
へ
で
も
移
動
で
き
る
。
こ
れ
は
ク
リ

ー
グ
ル
製
で

"
C
o
n
t
r
o
l
s
'
:
r
y
p
e
S
D
0
と

い
う
。
ア
ー
マ
ン
ソ
ン
劇
場
に
は
、
こ
の

II

コ

ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
II

が
九
台
あ
る
。
（
因
み
に

S

C
R
ュ
ニ
ッ
ト
に
は

Electronic
D
i
m
m
e
r
 

Corp. N
•
Y
.
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
つ
い
て

い
た
。
）

/‘ 

―
ニ
ュ
ニ
ッ
ト
九
台
で
あ
る
か
ら
、

S
C
R

総
数
は
一
〇
八
と
な
る
。
一
ユ
ニ
ッ
ト
は
四
負

荷
回
路
を
受
持
つ
こ
と
が
で
ぎ
る
。
一
〇
八
の

調
光
回
路
に
対
し
て
一
二
六
フ
ェ
ー
ダ
ー
を
も
っ

調
光
コ
ン
ソ
ー
ル
が
三
台
あ
っ
て
、
各
々
独
立

し
、
移
動
可
能
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
ソ
ー
ル
に

は
一
1

一
回
路
の
心
を
有
す
る
一
ー
一
本
、
の
調
光
ケ

ー
プ
ル
が
あ
っ
て
、
一
合
の
コ
ン
ソ
ー
ル
に
一
―
i

台
の

II

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
II

に
接
続
さ
れ
る
。

た
だ
し
必
要
な
調
光
回
路
が
―
二
以
下
の
場
合

は、

II

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
II

一
台
で
間
に
合

う。
さ
て
、
こ
れ
ら
を
ど
こ
に
置
い
て
操
作
す
る

か
で
あ
る
が
、
日
本
の
習
慣
の
よ
う
に
一
定
の

室
に
固
定
し
て
使
わ
な
い
。
自
由
自
在
に
必
要

な
場
所
へ
も
っ
て
き
て
使
う
。
ア
ー
マ
ン
ソ
ン

で
は

II

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
II

は
舞
台
下
手
の
袖

奥
に
二
台
、
奈
落
に
七
台
、
ま
る
で
ほ
う
り
出

す
よ
う
に
置
い
て
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
器
具
間
並
び
に
電
源
あ
る
い
は
負

荷
と
の
接
続
は
、
す
べ
て
キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
ケ
ー

プ
ル
で
行
な
う
。
奈
落
の
壁
に
、
変
電
室
か
ら

配
線
さ
れ
た
仕
様

2
5
0
V
3
¢
4
W

4
0
0
A

の
メ

イ
ン
ス
イ
ッ
チ
が
四
個
並
ん
で
い
る
。
メ
イ
ン

ス
イ
ッ
チ
の
こ
と
を
舞
台
用
語
で
プ
ル
と
い
う

こ
れ
か
ら
ケ
ー
プ
ル
で
舞
台
に
送
電
す
る
仕
掛

が
し
て
あ
る
。

ど
こ
の
新
設
劇
場
で
も
、
固
定
し
た
操
作
室

が
無
い
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
。
前
に
述
べ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
固
定
式
で
あ

り
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
ポ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル



）
劇
場
も
そ
う
で
あ
る
。
ボ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
と

6
 

（
い
う
の
は
カ
ナ
ダ
万
国
博
覧
会
を
期
し
て
昨
年

五
月
に
で
き
た
新
し
い
劇
均
で
あ
る
が
、
こ
こ

も
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
芸
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て

大
中
小
の
三
劇
場
を
一
群
と
し
て
建
築
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
・
ボ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
は
そ
の
小

劇
場
で
あ
る
が
、
照
明
の
設
備
な
ら
び
に
方
式

は
大
小
の
劇
場
に
よ
っ
て
量
の
上
に
相
違
は
あ

る
が
す
ぺ
て
同
じ
で
あ
る
。
最
新
の
立
派
な
装

備
し
て
い
る
。

S
C
R
は
ク
リ
ー
グ
ル
型
式
R

六
六
で
一
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
一

k
W
、
こ
れ
が
五

0

合
し
た
が
っ
て
コ
ン
ソ
ー
ル
の
フ
ェ
ー
ダ
ー
は

五
〇
、
五
段
プ
リ
セ
ッ
ト
、
三
グ
ル
ー
プ
、
そ

れ
に
マ
ス
タ
ー
フ
ェ
ー
ダ
ー
と
ク
ロ
ス
フ
ェ
ー

ダ
ー
が
あ
る
。
わ
が
国
の
歌
舞
伎
が
公
演
し
た

中
劇
場
（
メ
イ
ソ
ニ
ュ
ー
プ
劇
場
）
は
―
二

k

W
デ
イ
マ
ー
八

0
合
、
卜
段
プ
リ
セ
ッ
ト
、
一

二

0
調
光
回
路
エ
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

こ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
プ
ラ
ス
・
デ
ザ
ー

ル
劇
場
群
は
い
ず
れ
も
調
光
室
を
客
席
後
方
に

設
け
、
舞
台
効
果
を
見
な
が
ら
操
作
す
る
こ
と

ス

は

H
本
の
新
し
い
劇
場
と
同
じ
で
あ
る
。

ー
ア
ー
マ
ン
ソ
ン
劇
場
が
ど
う
し
て
固
定
設
備

ュ-l
に
し
な
か
っ
た
か
？
そ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ

会
る
。
こ
れ
は

H
本
と
ア
メ
リ
カ
の
興
行
方
法
の

相
違
か
ら
く
る
も
の
と
見
な
す
の
が
妥
当
で
あ

協家明
ろ
う
。普
通
の
考
え
方
、
あ
る
い
は
梃
然
と
し
た
予

照ピレ
想
か
ら
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
は
す
ぐ
れ
た
劇

場
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
息
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が

テ台舞
事
実
は
そ
の
想
像
を
ば
か
る
か
に
裏
切
る
も
の

＇` 

＾ 
ヽ

ヽ‘
‘ヽム・・

で
あ
る
。

そ
の
理
由
は

H
本
の
場
人
＂
と
違
い
戦
褐
を
受

け
て
い
な
い
か
ら
、
古
い
劇
場
が
た
く
さ
ん
残

あ
て
い
る
点
に
あ
る
。

世
界
的
に
著
名
な
シ
カ
ゴ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

は
巨
大
な
ビ
ル
の
中
に
あ
る
が
、
一
九
二
八
年

の
建
設
当
時
は
設
備
の
新
し
い
点
で
大
い
に
喧

伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

G
E
社
の
開

発
し
た
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
・
リ
ア
ク
タ
ー
調
光
器

を
装
備
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に

も
こ
れ
か
取
付
け
ら
れ
、
自
慢
の
種
で
あ
っ
た

メ
キ
シ
コ
の
国
立
芸
術
院
劇
場
は
、
イ
ク
リ
ア

産
の
白
大
理
石
で
造
っ
た
堂
々
た
る
大
劇
場
で

パ
リ
の
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
座
を
思
わ
せ
る
。

一
八
一

0
年
の
建
築
で
あ
る
か
ら
、
無
論
照
明

設
備
は
取
換
え
ら
れ
、
一
几
一
二
四
年
G
E
社
の

サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
・
リ
ア
ク
タ
ー
が
取
付
け
ら
れ

た。
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
・
リ
ア
ク
タ
ー
は
弱
電
に
よ

っ
て
遠
隔
操
作
が
で
き
る
点
で
画
期
的
方
式
で

あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ

ー
ル
も
シ
カ
ゴ
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
も
、
そ
の
た

め
調
光
操
作
室
を
舞
台
鼻
の
床
下
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
・
ボ
ッ
ク
ス
に
隣
接
し
て
設
け
舞
台
全
体

を
見
な
が
ら
操
作
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
。

メ
キ
シ
コ
国
立
劇
場
の
場
合
は
、
最
初
か
ら
そ

の
よ
う
に
設
計
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
舞
台
寄
り

客
席
脇
の
き
わ
め
て
不
便
な
場
所
に
操
作
室
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
私
は
勉
強
の
た
め
に
そ
の

設
備
ー
ー
当
時
G
E
提
出
し
た
仕
様
讃
ー
＇
ー
を

--

細
か
に
調
ぺ
て
い
た
ら
、
こ
の
劇
楊
の
電
気
主

任
が
、
何
で
こ
ん
な
古
い
設
備
に
興
味
を
も
っ

の
だ
と
い
ぶ
か
し
が
っ
た
。
そ
し
て
”
来
年
の

オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
ま
で
に
は

S
C
R
に
代
え
て
、

正
面
か
ら
操
作
で
ぎ
る
よ
う
に
改
造
し
た
い
II

と
い
う
希

F
を
も
ら
し
て
い
た
。
実
際
、
サ
イ

ラ
ト
ロ
ン
・
リ
ア
ク
タ
ー
式
は
も
う
す
ぐ
に
古

い
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
一
般
劇
場
は
も
っ
と
古
い
。
手

動
式
変
圧
器
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
新

し
い
方
で
、
依
然
と
し
て
昔
な
が
ら
の
円
板
型

抵
抗
器
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
シ
カ
ゴ
・
オ
ペ
ラ
は
同
じ
建
物
内
に
隣
接
し

て
シ
ビ
ッ
ク
・
シ
ア
ク
ー
が
あ
る
が
。
抵
抗
調
光

方
式
で
あ
る
。
か
つ
て
講
和
会
議
の
開
か
れ
た

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
も
そ
う

で
あ
る
。
街
の
劇
場
、
た
と
え
ば
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
カ
ラ
ン
劇
場
（
こ
こ
で
は
ハ
ロ
ー
ド

リ
ー
を
卜
演
し
て
い
た
）
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

の
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
劇
場
な
ど
、
す
べ
て
抵
抗

式
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

の
劇
場
も
ご
多
分
に
も
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

ど
う
し
て
新
し
い
設
備
に
取
り
換
え
な
い
の

か
？
そ
れ
は
経
費
の
問
題
も
あ
ろ
う
。
し
か
し

根
本
的
に
は
そ
の
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
極
端
に
い
え

ば
、
舞
台
に
は
電
力
の
取
口
す
な
わ
ち
プ
ル
が

―
つ
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
あ
と
は
興
行
ご

と
に
全
部
持
ち
込
ん
で
臨
時
設
備
を
し
て
使
う

だ
か
ら
舞
台
は
か
ら
っ
ぽ
で
い
い
。
た
と
え
。

そ
の
劇
場
が
装
備
を
も
っ
て
い
て
も
、
休
場
中

囀

ほ
令
部
取
り
は
ず
し
て
お
く
。
ス
ノ
コ
か
ら
バ

ト
ン
（
吊
り
物
鉄
管
）
が
下
が
っ
て
い
る
だ
け

の
丸
裸
で
あ
る
。
緞
帳
以
外
幕
類
ひ
と
つ
な
い

興
行
師
は
公
演
に
必
要
な
い
っ
さ
い
の
器
具

材
料
、
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ぱ
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
配
電
盤
、
調
光
器
、
ケ

ー
プ
ル
等
を
、
貸
し
器
具
屋
か
ら
借
り
て
大
き

な
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
し
て
き
て
取
付
け
る
。
写

真
に
示
し
た
の
は
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
・
ミ
ュ
ー

ジ
ク
セ
ン
ク
ー
（
立
派
な
設
備
が
あ
り
な
が

ら
）
に
旅
興
行
川
の
臨
時
配
電
盤
、
旧
式
な
調

光
器
を
据
付
け
た
様
子
を
示
す
。
い
さ
っ
い
の

照
明
器
具
へ
の
露
出
ケ
ー
プ
ル
で
行
な
う
。
だ

か
ら
舞
台
脇
に
は
キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
コ
ー
ト
が
と

ぐ
ろ
を
ま
い
て
い
る
。
そ
れ
を
舞
台
用
語
で
ス

パ
ゲ
ッ
テ
ィ
と
い
う
。

舞
台
照
明
設
備
を
固
定
す
る
か
、
移
動
式
に

す
る
か
に
は
問
題
が
あ
る
。

H
本
の
よ
う
に
固

定
す
る
と
融
通
の
ぎ
か
な
い
面
も
あ
る
。
ま
た

同
じ
演
目
を
旅
興
行
す
る
場
合
、
劇
場
の
設
備

相
遠
の
た
め
、
い
ち
い
ち
プ
ラ
ン
の
訂
正
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
裸
舞
台
に
い

ち
い
ち
取
り
付
け
る
と
な
る
と
、
時
間
と
経
費

の
無
駄
が
で
ぎ
る
。
そ
れ
で
も
ア
メ
リ
カ
の
旅

興
行
は
、
こ
の
方
が
経
済
的
だ
と
い
う
。

n本
の
こ
と
を
語
る
ペ
ー
ジ
が
な
く
な
っ
た

が
、
半
導
体
調
光
器
の
利
用
に
つ
い
て
は
日
生

帝
劇
、
国
立
劇
場
等
世
界
の
水
準
を
上
回
る
も

の
が
あ
り
、
な
お
各
地
に
で
き
る
公
会
堂
に
続

々
と
設
備
さ
れ
、
欧
米
に
先
ん
じ
て
そ
の
普
及

を
見
る
も
の
と
、
私
ぱ
考
え
て
い
る
。




